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備 考 要旨は，4,000字以内とする。 

























いを高低の 1 軸 2 事象で分け、そのコンテクスト・パターンは国文化によっ
て異なることを明らかにした。さらに平松は、Hall のコンテクスト依存度

































































ーンの傾向に関する調査結果、第 5 章は研究課題 2 に挙げた日系企業の現地
法人におけるコンテクスト・パターンのすり合わせの調査結果を記述し、そ
の考察を第 6 章にとりまとめた上で、プロトコルの構造を検討する。  
研究課題 1 の実態調査で明らかとなったのは、平松(2002)が指摘するよう




















備 考 要旨は，4,000字以内とする。 
研究課題 3 の考察では、研究課題１と 2 の結果を踏まえ、職種毎のプロト
コルに職位とテーマによるバイアスがかかる構造を示す。そして集団間にお
ける標準プロトコルの必要性とその調整の困難性に言及する。  
この研究により、職種集団毎のコンテクスト・パターンの傾向が顕在化で
き、職位間やテーマ間、あるいは職種集団間の違いが具体的に確認されたと
考えられる。これまで暗黙知に依存していた伝え方だが、ここで初めてその
傾向を予め把握することが可能となり、社内標準のプロトコルを検討するた
めの基礎資料が提示できたと考える。 
 
４． 含意と残された課題 
本研究の学術的な含意としては、先行研究では検討が漏れていた背景をク
ローズアップすることで、より精緻なコンテクスト・パターンを解明する足
がかりを示したことにある。さらに日本企業では、集団の範囲と文化を学習
する場所に関する Hofstede の議論には修正が必要であり、コミュニケーシ
ョンの慣行には大学等での学習よりも職場の OJT の方が影響は大きいこと
も示した。また現地法人の職場では、コンテクストの共有という点に踏み込
んだ研究として意義づけられる。 
実践的含意としては、より具体的な職場のコンテクスト・パターンの実態
を明らかにしたことが挙げられる。コンテクスト・パターンは一様ではなく、
職位やテーマに応じて使い分けること、またそれを予備知識として持つこと
でより相手に伝わりやすい表現が実践できる可能性を示したことが実践的
貢献と考える。また、集団間におけるプロトコルのすり合わせの重要性を示
した上で、企業内での標準化作業の必要性を説いた点は問題提起としての意
義を持つ。 
本研究の残された課題は、コンテクスト・パターンの実態をより精緻に把
握するため、多種多様な業種を対象とした調査を拡充することが求められる
点とコンテクスト・パターンの違いを埋めるすり合わせ方、特に同じ国文化
を背景とする集団における施策が提示できていない点が挙げられる。特に後
者は、組織総体による企業システムとして事業に取り組むために克服しなけ
ればならない課題であり、組織文化のさらに下位に位置する集団文化の間を
取り持つプロトコルの標準化とその施策の論理的妥当性を検討することが
求められる。 
 
